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7)相見 清く19糾 ):リー フモンキーの分布の
展開について｡第28回プリマーテス研究会｡
8)遠藤蔑里･高橋秀雄･足立和隆･江原昭善
(1984):オナガザル上科における下顎体側
面観輪郭形状分化の生体力学的分析.第37回
日本人放学会｡
9)中久喜正一･江原昭善(1984):霊長簸各分
-26-
放群の肝臓内血管分布と肝菓区分｡第89回日
本解剖学会｡第28回プ1)マ-テス研究会｡
ニホンザル野外観察施設
川村俊蔵 (施設長･兼)･東 滋･渡辺
邦夫･足沢貞成
木施設は幸島野外観察施設を改組拡充するとい
うかたちで昭和53年度から新しく発足した｡事由
のほかに,ニホンザルの分布北限である下北,南
限である屋久島,中部日本の袋El本型気候の上信
越,表日本型の木曽の4つの研究林地城をあわせ
て,5つのニホンザルの代表的な生息地について
研究保護区としての維持をはかり.長期的に安定
した条件下で.ニホンザルの研究を展開すること
を目的としている｡
昭和58年度の各フィー ルドステーシヲン関係の
活動状況は次のとおりである｡
1.幸島観察所
事島の群れは昭和23年以来の苛税された資料を
もとに野外観察施設の中では独自の位位を占めて
いる｡今年度は岩本俊孝(宮崎大)による採食生
態,樋口義治(愛知大)による野列でのオペラン
ト学習実験,井上美智子(大阪市大)による音声
の分析等の研究が行われた｡また特定研究 ｢生物
の適応戦略｣の一環として.イモ洗い等の文化的
行動の解析(河合雅雄,渡辺,樋口)や,窮3者
による争いへの介入,援護といった利他行動の実
態(渡辺),出産と食物塁の関係(森明雄),等
の研究が行われている｡今年度訪れた研究者は延
270人日であり,その他大学,報道機関等の関係
者は延100人日以上になる｡59年3月の時点での
島内の個体数はマキ･グループ12頭を含め92頭で
あり,この10年間ほとんど変動していない｡〔今
年度中の出産は8例,うち5亘紬;死亡した｡〕
2.下北研究林
1983年度の積雪期の調査は足沢.綿貫(北大
･農,共同研究員).中山(北大戯).が中心と
なり北大農･同ヒダマ研究グループの学生諸氏.
地元のあしの会(代表,荷冶)の先生方,京大.
野生研の研究者などの参加をえて12月20日から4
月15日にわたって行われた｡M群を115日間(う
ち113日間は連続追跡)観察したほか,新しく発
見されたM群の分裂群Araグループを28日間平
